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【背景】PrBa2Cu3O7 (以下，「Pr123」)と PrBa2Ba4O8（以下，「Pr124」）のバイブリッド構造を
有する Pr2Ba4Cu7O15-δ（以下，「Pr247」=「Pr123」+「Pr124」）は，他のすべての銅酸化物とは
異なり，超伝導を誘起するのは CuO2平面構造ではなく Cu2O2鎖構造であることが強く示唆され
ている[1,2]。これまで我々は，高圧酸素処理の過程を経ずにPr247を超伝導化することに成功し，
良質な超伝導 Pr247 試料を再現性よく合成できることを報告してきた[3]。 
また，この体積分率100%の超伝導性Pr247に対して，自作改良型NMR装置を用いてCu-NQR

測定を行い，室温と 2Kのスペクトルの比較から，次のことを明らかにした[4]。  
・「室温で観測に成功した平面構造中のCu核スピンからの信号の「全て」が，バルクTc以下 
の低温において反強磁性状態にあること」 
・「平面構造は，反強磁性状態であると同時に，絶縁状態（Mott 絶縁状態）であること」 
 
【今回】バルクTc以下の前後で，二重鎖構造中のCu核スピンの信号の縦緩和時間T1を精密に測
定した。その結果，以下のことを見出した。 
・「二重鎖中 Cu 核スピンの縦緩和率 1/T1は，Tc以下の十分低温では，Tcでの値に比べて１-2
桁，減少していること」 
・「温度依存性は，SQUIDによる磁化率の温度依存性と呼応していること」 
 
【結論】以上から，Pr247 の超伝導においては，平面構造は Mott 絶縁状態である一方，二重鎖は

超伝導となっていることが明らかとなった。 
現在，一重鎖中の Cu 核スピンについても縦緩和率 1/T1を測定中であり，当日議論する。 
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